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特記事項
土砂災害特別警戒区域内の災害弱者関連施設であるため早期に解消する必要あり。
（H20土砂災害防止法指定）

過去10年に1回以上
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5,500

環境・景観への配
慮項目

他事業・プロジェクト
との関連

　平成23年5月、市から当所へがけ対策の要望がなされる。地域からの要望経
緯

事業説明等の経緯

　特になし。

　待受け工法により、既存の健全な立木を残すとともに在来種を中心とした緑化を図り、環境及び景観に配慮する予定。

0

1箇所

ランク

千曲市

財　源
内　訳

5,000

9,500

評点

47,500

観点

H24年度実施内容

その他動向不明過半数賛成概ね賛成

人家等に対する地すべり対策・急傾斜地崩壊対
策

その他

評価項目・指標等

計　画　概　要
（延長・幅員・面積・工種など）

国庫支出金

　平成20年2月土砂災害防止法の指定にかかわる説明会で、地区住民から要望あり。

高さ４０ｍのがけ下に人家４戸の保全対象があり、特に特別養護老人ホーム吉野の里は土砂災害特別警戒区域に位置する災害
時要援護者施設であり早急な対策が求められている。降雨による小崩落により、施設から対策の要望が上がっている。
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緊急性

斜面平均勾配

地質状況

重要性
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費用対効果（Ｂ／Ｃ） 6.1

交通遮断による地域経済などへの影響

過去の災害履歴
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費用対効果（Ｂ／Ｃ）効率性
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45°以上

保全対象の位置 がけ下にある がけ上にある

不良

段丘堆積物
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計画

地域からの要望 高い それほど高くない
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早期発現度

協力が現時点では
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良好植生の状況
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30m以上
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急傾斜地崩壊対策等

H27年度～ 年度
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軟岩・その他

地元の協力
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熟度

政策評価課
意　　　　　見

保全対象に災害時要援護者施設がある。近年は落石も発生してお
り、早期に対策を行う必要がある。

重要性、緊急性が認められる。
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